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令和６年度 渡島教育研究所研究テーマ

第18次共同研究テーマ

全ての子どもたちの可能性を引き出す

『個別最適な学び』と『協働的な学び』

子供が主役の授業デザイン
～個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実を通した授業改善～





渡島教育研究所が提案する
「子供が主役の授業デザイン」に必要なもの

①子供との単元計画の共有
〇 脚本を与えられずに「主役」はできない。
〇 到達すべき目標や活動の見通しをもつことで，
自然と主体的な学習が始まる。

※ R５年度渡島教育研究所 「指導と評価の一体化」～ルーブリックを活用した授業改善～より

参考



１枚ポートフォリオ
(OPPA)の手法を参考に

目標を児童生徒に
伝わる言葉に
落とし込む

基本的には教科書
の流れを大切に
・学習指導要領の内容

に沿った意図がある。
・欠席者等を含め、児

童生徒自身で容易に
内容を確認できる。



渡島教育研究所が提案する
「子供が主役の授業デザイン」に必要なもの

②振り返りの充実
〇 自分の学び方や目標への到達度についての
メタ認知を促すことが，次の学びにつながっていく。

自分の認知（何を思考しているのか、何ができているのか……
など）を客観的にとらえ、自分自身をコントロールする能力

どうしてできたの？
【自分にふさわしい
学び方の構築】 何がいけなかったの？

【これからの行動指針】

参考



１枚ポートフォリオ
(OPPA)の手法を参考に

目標を児童生徒に
伝わる言葉に
落とし込む

教科書の流れを
大切に
・学習指導要領の内容

に沿った意図がある。
・欠席者等を含め、児

童生徒自身で容易に
内容を確認できる。

その時間の評価項目
を児童生徒に対して
も可視化する

何ができた？できな
かった？それはな
ぜ？だから、次回は
どうしよう……
メタ認知を促し、
進行のメモにもなる
ふり返り記述









タブレット、紙、特別な事情がない限り、どち
らも選択できるように準備しておく。

「もくもくタイム」の設定
・まずは自分の考えをもつための時間を確保

する。（一人でじっくり考える時間）
・「もくもくタイム」後も続けて一人でじっ

くり考えたい子には、その時間も保障する。
(机にカードを出している子には話しかけ
ないルールなど)

※ 「もくもく」で終わらない計画に。

より学習目標の達成に向かいやすく、自分を高
めることができる学習用具や方法を考える・選
択するところから学習を始められるようにする。



※ R6年度渡島教育研究所 研究紀要 研究のまとめより



※ R6年度渡島教育研究所 研究紀要 研究のまとめより

「もくもくタイム」は、
「一人で考える時間が欲しいです。」から生まれた
・活動の最初から、児童に取り組み方を全て委ねていた際の学習

感想から。（何かと頼られる児童からの記述）
・まず自分の考えをもつことの必要性がある。
・始めは「もくもくタイム」に自ら学習に向かうことが難しい児

童も、学習を重ねるうちに前時までの経験を生かして活動を始
める。



※ R6年度渡島教育研究所 研究紀要 研究のまとめより


